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事 務 連 絡  

令和３年 11 月 26 日 

 

  都道府県 

各 市 町 村 衛生主管部（局）御中 

  特 別 区 

厚生労働省健康局健康課予防接種室 

 

 

新型コロナワクチンの追加接種の接種間隔に係る例外的取扱いについて 

 

 

 新型コロナワクチンの追加接種については、厚生科学審議会での議論を踏ま

え、新型コロナウイルス感染症に係る臨時の予防接種実施要領（「新型コロナウ

イルス感染症に係る予防接種の実施に関する手引き」（令和２年 12 月 17 日付け

健発 1217 第４号厚生労働省健康局長通知別添）別添）において初回接種の完了

から原則８か月以上の間隔をおいて 1 回接種することとしましたが、例外的に

初回接種の完了から８か月以上の間隔をおかずに追加接種を実施して差し支え

ない場合について、下記のとおり整理しました。 

 各市町村（特別区を含む。以下同じ。）におかれましては、本事務連絡の内容

について御了知の上、関係機関等への周知を行っていただくようお願いいたし

ます。 

 

記 

 

 感染拡大の防止を図る観点から、特に必要と認められる以下の場合には、例外

的に初回接種の完了から８か月以上の間隔をおかずに追加接種を実施して差し

支えないものとする。 

・ 医療機関等（医療機関、高齢者施設等）においてクラスターが発生した場合

に、当該医療機関等の入院患者、入所施設利用者、通所施設利用者及び当該医

療機関等で業務に従事する者であって、感染拡大防止を図る観点から必要な

範囲のものに接種する場合 

・ 同一の保健所管内の複数の医療機関等でクラスターが発生した場合に、当該

医療機関等の所在する保健所管内の医療機関等の入院患者、入所施設利用者、

通所施設利用者及び当該医療機関等で業務に従事する者であって、感染拡大

防止を図る観点から必要な範囲のものに接種する場合 
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 なお、初回接種の完了から８か月以上の間隔をおかずに追加接種を実施する

場合には、以下の点に留意すること。 

・ 実施に当たっては、市町村が（１）上記のいずれかに該当する根拠、（２）

対象者の範囲、（３）対象者の見込み人数の情報を含む接種計画を策定し、事

前に都道府県を通じて厚生労働省と相談すること。 

・ 既に配分されたワクチン（初回接種のために配分されたワクチンで、未接種

となっているものを含む）を使用して実施すること。 

・ 予防接種実施規則（昭和 33 年厚生省令第 27 号）附則第８条第１項の規定

に基づき、初回接種の完了から６か月以上の間隔をおいて実施すること。 

 

 

以上 


